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【事例】つくばSETAMコンパス（茨城県つくば市）【0：要旨】

市内の研究者・大学・研究機関の情報を1つのサイトに集約。
子どもたちが研究者と繋がり、情報収集できる環境を整えることで、継続的な学びを支援。

• つくば市は、150の研究機関、2万人の研究従事者を
有する科学技術都市。

• 「地域の科学技術リソースを市民の教育にも還元して
ほしい」という市民からの要望を受け、本事業を開始。

• 本事業でのSTEAM教育を通じて、子どもたちが
研究者の科学的思考に触れ、論理的思考力や
課題設定力を身に着けることを目指す。

背景・目的
• 「つくばSTEAMコンパス」ホームページの運営

- 「なぜなぜなぜ」：
子どもたちが投稿した疑問に研究者が回答

- 「研究者にであう」：研究者の紹介
- 「イベントをさがす」：

市内で開催予定のイベントの紹介 など

• イベント・授業の実施
- 市内小中学校での科学教育授業の実施
- 体験型科学教育イベントの実施

• 子どもたちが自発的に研究者とコミュニケーションを取れる
環境の整備を、質問投稿フォームやチャットツールの導入に
よって実現。

• 地域の教育リソースへのアクセス性向上
地域内の研究者・研究機関の情報を1つのサイトに集約。

• 授業を受けた子どもの８割が「研究者になりたい」と回答。

• 2020年3月実施の「つくばこどもクエスチョンオンライン」での
1週間のアクセス数11,215。
（市内25％、大阪6.7%、横浜5.6%）

取組概要

H30 STEAM教育イベントの実施
好評のため学校教育での実施検討開始

H31 市独自の教育課程「つくばスタイル科」に
単元プラン「研究者と作る研究計画書」プログラム
作成

「つくばSTEAMコンパス」ホームページ開設

R2 新型コロナウイルス感染拡大
「つくば こどもクエスチョンオンライン」実施

R4 学校でのオンサイトプログラム実施

事業経過 成果・効果

参考）「つくばSTEAMコンパス」ホームページ:つくばSTEAMコンパス (tsukuba-steam.com)

①社会教育施設の
安定運営・維持管理

④地域の課題解決

③社会教育の
新たな仕組み創出

②新たな社会教育
コンテンツの開発

出所）「つくばSTEAMコンパス」ホームページ
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子どもたちによる研究者との自発的なコミュニケーションを実現
「なぜなぜなぜ」 チャットツール（Microsoft Teams）の導入

地域の教育リソースの集約
「イベントをさがす」「研究者とであう」

【事例】つくばSETAMコンパス（茨城県つくば市）【1：取組詳細】

「つくばSTEAMコンパス」

参考）「つくばSTEAMコンパス」ホームページ:つくばSTEAMコンパス (tsukuba-steam.com)
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見守り

▲「研究者とであう」専門分野を子ども向けの言葉で紹介 ▲「なぜなぜなぜ」子どもの疑問に研究者が回答
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【事例】つくばSETAMコンパス（茨城県つくば市）【2：実現のポイント】

取組における課題と対応策

• H31～R3年度：内閣府地方創生推進交付金

• R5～R7年度：内閣府 デジタル田園都市国家構想交付金

活用した支援

• 子どもたちが関心分野に対する学びを継続し、
深められる環境の実現

• 子どもたちが自発的に研究者とコミュニケーションを取れる
環境の整備を、質問投稿フォームやチャットツールの導入に
よって実現。

• 地域内の研究者・研究機関の情報を1つのサイトに集約。
地域の教育リソースをより簡単に把握できるようになった。

• 授業に参加した子どものうち８割が「研究者になりたい」と回答。

• 2020年3月実施の「つくばこどもクエスチョンオンライン」での
1週間のアクセス数11,215。
市内25％、大阪6.7%、横浜5.6%と市外からのアクセスも獲得。
参加者の質問137件に対し、YouTube配信等にて研究者が回答。

取組の成果・効果

• 現時点は、学校教育をメインに取組を実施しているが、今後は
社会教育にも力を入れることを検討している。学校教育の目標は、
すべての子どもたちに科学に触れるきっかけを提供すること。学校での
科学教育で興味・関心を持った分野に対して、学びを深めたい
子どもたちを対象として、社会教育を提供することで学びの継続を
支援したいと考えている。

今後の展望

デジタル導入に
あたっての

委託事業者選定

課題 対応策

• 事業フェーズ毎の目的に応じた
委託事業者を選出

• 立ち上げ期:
デジタルを活用した新規事業立案や
イベント企画・運営に⾧けた事業者を
選出

• 中期:
教育の質向上のため、学校教育の
専門的知見を持った事業者を選出

デジタルサービスに
必要な

ツールの選定

• 質問投稿フォームや
チャットツールには、既存の市の
電子申請フォームや民間のサービス
（Teams）を活用。

「なぜなぜなぜ」等
参加者数の拡大

• 学校経由でのリーフレット配付
• 科学イベントでの紹介・サイトに
アクセスできるQRコードの設置

• 市アプリでの広報
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